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ここに来ると聴こえるメンダラ語による古代人のメッセージ。
日本人は世界でも有数の麺好き民族。各地の歴史や風土に育まれた
独自の麺、ご当地麺が“未来都市なにわ新都”「なんばパークス」7階
『大阪ヌードルシティ～浪花麺だらけ～』に集結した。
ナムコがプロデュース、運営しているから美味しく、楽しいに決ま
ってる！ さあ、選りすぐりの10店を味わおう、そしてお土産は
「ご当地麺博物館」で！

全国各地のそば、うどん、ラーメン、
そうめんの本格麺から即席麺、お菓子
等600種以上が大集合。ここに来れ
ば全国の麺土産が揃います。

自家製太麺に50種以上の材料で煮込んだ
特製トマトソースをかけたスパゲティで
も焼きそばでもない新潟の味。7種のソー
スがあるからスナック感覚で食べよう。

白濁したとんこつスープに極細ス
トレート麺。博多から来た老舗の
味。すりごまがコクと旨みを引き
立てます。明太ごはんもおいしい。
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。
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独
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蒸
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。
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史
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。
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光
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ま
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焼きそばの町からやってきた、たっぷりの具とぷり
ぷりの麺。キャベツ、肉カス、だし粉、鰹節に独自
のブレンドソースが合わさる新食感。ホルモン焼き
そばがお勧めの一品です。

やや細めの低加水ちぢれ麺に豚骨ベースの
コクあるスープ。札幌＝味噌ラーメンの構
図を崩した新しいしょうゆらーめん。北海
道の恵みが生き、体に優しくおいしい！

弾力を味わう水締め麺、モチモチ感を味わう
釜揚げ麺。讃岐うどんの魅力を本場のセルフ
方式で提供します。ミニサイズは220円か
ら、値段が安くて楽しめるのがうれしい！

見る、嗅ぐ、味わうを具現し
た3体の麺神。ここでは麺神
の名にふさわしい「ご当地麺
合戦」が開催されています。
一番感動したご当地麺を選ぶ
戦いにぜひ参加しよう。

感動を味わいに
是非お越しください！

嶋田さん
工藤支配人

林副支配人

南海電鉄なんば駅中央口直結。
地下鉄御堂筋線、四つ橋線、千日前線なんば駅、
5番出口より約3分。

A C C E S S

〒556-0011
大阪市浪速区難波中2丁目10番70号
「なんばパークス」Shop&Diners
エンターテインメント・レストランフロア7階

TEL／06-6646-0765
営業時間／11:00～23:00（季節により変動）
ラストオーダー／22:30
休日／1月1日、2・8月第3水曜日

麺のルーツや発祥、各地のご当地麺の紹
介等、麺に対するうんちくが、知らず知
らずに身につきます。

ご当地麺研究家であり、名誉館長の
はんつ遠藤氏。


